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『産業廃棄物処理 現場業務ｅラーニング講座(令和７年度)』実施要領  
 

（公社）全国産業資源循環連合会 
 

この講座は、インターネット環境を利⽤して、産業廃棄物に携わる⽅を対象に、産業廃棄物処理に係る基本的な法
令に基づき、適切な処理業務を遂⾏するための知識・能⼒を修得するものです。開講期間中であれば、途中で中断/再
開も可能です。いつでも⾃分のペースで学習できます。産業廃棄物を取り扱う現場担当者にお勧めです。 

  
 

１．本講座の特⻑  
(1) 複数の章で構成しており、全ての講義を受講した場合の学習時間⽬安は、40分〜60分程度です。 

   ⼀度視聴すれば、どこからでも視聴開始できますし、繰り返し視聴することも可能です。 
(2) 講義は、理解を深めるため動画でナレーション付きにしています。⾳量を調整の上、ご視聴ください。 
(3) ⾃習⽤に動画のスライドを⽤意しています。 

講義内容を確認するときに活⽤ください。尚、このスライドは画⾯表⽰のみで印刷することは出来ません。 
(4) 確認テストは必須としています。 

10問の簡単なテストがあります。70点以上で合格です。合格するまで繰り返し実施していただきます。 
(5) 確認テストおよびアンケートが終了すると、修了証が表⽰可能になります。受講期間を過ぎるとログインで

きなくなる為、各⾃で必ず受講期間内に保存、もしくは印刷してください。 
 

２．受講可能期間（約１ヶ⽉間） 
ご希望の受講期間を、次の２つから選べます。 

第１期： 9⽉3⽇〜 9⽉28⽇ （申込受付期間：8⽉1⽇〜8⽉22⽇） 
第２期：10⽉5⽇〜10⽉28⽇ （申込受付期間：9⽉1⽇〜9⽉22⽇） 

     
３．受講料  1名1コースあたり4,400円（税込、通信費等は利⽤者負担） 

専⽤の指定⼝座へお振込みいただきます。  
 

４．講座数  業態に合わせ３講座を⽤意しています。 

講座名 予定講義数（学習⽬安時間） 確認テスト問題数 

収集運搬現場業務コース ５講義（全 約５０分） 10 問（70 点以上で合格） 

中間処理現場業務コース ６講義（全 約４０分） 10 問（70 点以上で合格） 

最終処分現場業務コース ８講義（全 約６０分） 10 問（70 点以上で合格） 

 
５．講義内容 （講義内容は、開講前までに⼀部変更になる場合もあります。） 

(1)収集運搬現場業務コース 第1章 収集運搬業について、第2章 収集運搬作業時の確認項⽬ 
第3章 特別管理産業廃棄物の収集運搬、第4章 積替保管基準 
第5章 実務管理者としての管理項⽬ 

(2)中間処理現場業務コース 第1章 中間処理の⽬的と施設の種類、第2章 施設に係る技術上の基準 
第3章 受⼊・前処理の運転管理 
第4章 主な処理設備の運転管理（破砕、焼却、中和） 
第5章 設備の保全、第6章 安全衛⽣対策 

(3)最終処分現場業務コース 第1章 最終処分の⽬的と最終処分場の三区分、第2章 最終処分に係る基準     
第3章 受⼊れ⼿順、第4章 埋⽴て現場業務、第5章 安全な埋⽴てのために 
第6章 埋⽴作業の管理、第７章 モニタリング 
第8章 情報の公開と廃⽌に向けて 
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６．動作環境  
推奨動作環境は下記になります。  

OSとブラウザ 
OS ブラウザ 

Windows 
 

Edge（最新版）、Chrome（最新版）、Fire Fox（最新版） 
 

Max OS X 以降 
※ユーザー画⾯のみ 

Safari（最新版） 

 
   注意事項 
※1 動作環境外のOS・ブラウザの場合でも、サイト⾃体は基本的に⾒ることができますが、⼀部の機能が利⽤で

きない、またはレイアウトのずれ等が発⽣する場合がございます。 
※2 セキュリティソフトウェア、またはアンチウイルスソフトウェアのセキュリティ機能によって、サイトの機

能が正しく利⽤出来ない場合があります。 
 
 

――――――＜講座のイメージ＞――――――            ―――＜修了証のイメージ＞――― 
 


